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        事業計画書・収支計画書 概要版 

 

施設名 新潟市マンガ・アニメ情報館及び新潟市マンガの家  

団体名 にいがたアニメ・マンガプロジェクト共同体 

１基本的な運営方針 （１）運営方針 

1. 我々が持つ施設運営の経験・知識・分野業界とのネットワークを存分に活用し、創意工夫を凝らした管理運営を

尽くす。 

2. お客様に身近であり、かつ公平・平等・清潔に安心して利用できる施設となる。 

3. 新潟市のマンガ・アニメ文化を積極的に全国へ情報発信することで、観光交流の推進及び地域活性化に貢献する。 

4. マンガ・アニメ分野を担う次代の担い手を応援する活動を推進する。 

２事業計画 （１）入館者サービスに関する事業計画 

（ア）新潟市マンガ・アニメ情報館 

・マンガ、アニメのコアなファンに向けた作品のほか、年齢層や嗜好を問わず広く認知された作品などを織り交ぜ

た展覧会の開催 

・企画展実行委員会の組成企業、パートナーを増やすことで開催負担金のリスク分散及び安定した歳入増を推進 

・館オリジナルの自主企画展の積極的立案 

・新潟ゆかりの作家や作品を題材とすることを推進 

（イ）新潟市マンガの家 

・開館 10 年を経てもなお色褪せない優れた内容を持った常設展示物や、1 万冊の蔵書の状態維持を図るためのメ

ンテナンスの実施 

・「創作系同人誌即売会コミティア」と連携した展示の実施 

・にいがたマンガ大賞への応募を促進する連続体験講座の実施 

（ウ）情報館及びマンガの家 連携事業 

・小中学校などの研修旅行先として活用してもらうため、両館常設展設備などによるマンガ・アニメ分野の職業啓

発を行い、キャリア教育施設としての価値をアピール 

・企画展の半券提示によるノベルティプレゼント企画や、企画展の内容に連動した制作講座の実施 

（２）付属事業 

（ア）広報・PR活動 

・デジタル広告メディア（WEB、SNSなど）や海外ユーチューバーの積極的な活用 

（３）自主事業 

・企画展での新潟限定グッズ（クリアファイルや Tシャツ等）の制作 

・マンガ講座受講後、家庭でも取り組めるように、「マンガ制作画材スターターセット」を開発 

３管理運営に関する 

事業計画 

 

（１）組織（人員）体制・人材育成計画 

・両施設間及び関係各所との連携を効率的に行うため、統括責任者のもと一元化した組織体制を継続 

（２）適正な事務事業の実施にかかる対策 

・複数人での多重確認体制の徹底による、適正な事務事業の確保 

・コンプライアンスの遵守、経費削減の徹底 

（３）サービス向上のための具体的な取り組み 

・市民の顕在・潜在ニーズを把握するため、デジタルメディアを活用した、よりスムーズなアンケートへの誘導 

・お客様からの意見に対する明確且つ迅速な対応を継続 

（４）施設管理に関する取り組み 

・構成団体及び協力企業が蓄積する豊富なノウハウを最大限に発揮した、合理的かつ効率的な施設維持管理の継続 

４社会・地域貢献 （１）社会・地域貢献活動に関する提案 

ア 市内産業への振興及び貢献、市内在住者の雇用確保についての考え方 

・両施設が所在する万代・古町地区の周辺地域・施設と協力しつつ、各種イベントへの積極的な参加により、各地

域での賑わいの創出に貢献 

イ 障がい者雇用の取り組み 

・障がい者の積極的な社会参加を促すため、本業への雇用確保に努める 

ウ 環境保護（ゴミ減量化、リサイクル、省エネ等）に対する取り組み 

・備品や消耗品の再利用の推進や廃棄物等の発生抑制による環境保護への意識付けを継続 

５収支計画 

 ・単位：千円 

 ・（ ）は指定期間 

トータルの額 

（１）収入                   

 ・指定管理料    （  368,200）       

 ・雑収入      （      0）       

 ・自主事業     （ 353,398）       

 

 

 

  計        （  721,598） 

 

（２）支出 

・人件費      （ 210,144）       

・事業費      （ 107,946）       

・施設運営業務   （  42,614）       

・施設維持管理業務 （  21,864）       

・自主事業        （ 339,030）      

 

  計        （  721,598） 

 


